
アポロニウスの円　

　

　　　定点，からの距離の比：が一定ただしであるように点が動くとき

　　その軌跡は円になる。これをアポロニウスの円という。

　　　：：とし，線分を：の比に内分する点を，外分する点をと

　　するとき，線分を直径とする円がアポロニウスの円である。
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　　証明　

　　　，，，，，，，，

　　，とすると

　　　　　
 
 

，　
 
 

　　：：から       　

　　　　　   
        

     

　　　　　                      　

　　から　

　　　　　  ･
    

 


    

 
  　……①　

　　ここで･
    

 
，

    

 
であるから①は

　　　　　    　から　  　……②　

　　②は線分を直径とする円を表す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終

　　　，，，であるから②は

　　　　　

　　すなわちまたはまたはであるから，はを直径とする円上に

　　ある。また②は次のように変形できる。

　　　　　


 
 


  



 
 


　よって　



 
 


  



 
 



　　すなわち，の中点が中心，


が半径である。

　　


